
Report of JCI JAPAN TOYP
～挑戦する若者の力で世界を動かす～

Ac t i on !  s h ee t

① 運動としての成果
TOYPで407名、SEED部門で39名のエントリーを獲得し、
合わせて18名の傑出した若者を発掘した。

＜運動の背景・目的＞ ＜実施スケジュール＞

＜サマーコンファレンスまでの成果＞

① 実施背景
JCI JAPAN TOYPでの受賞を機に得た受賞者の功績や
効果をメンバーへ発信、周知できていないのが現状。地
域の魅力を知り、ともに発信していくことが必要とされてい
る。
② 実施目的

TOYP受賞者の取り組みや交流を通じて、新たな発想や
価値観を知り事業構築に取り入れることで地域活性化の
一助とすることを目的とする。

＜運動推進のステップ＞
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• 地域から傑出した
若者を発掘する。

• 各省庁、関係諸団
体とのマッチング
を見据えて選定す
る。

• エントリー者の中
から傑出した若者
を選定する。

• ファイナリストによ

るプレゼン、審査員
よるコメントを通して、
来場者及び登壇者
に学びを与え選考
者に対してもモチ
ベーションを向上さ
せる。

• 受賞者の事業内
容のPR。

• 受賞者と各LOMの
マッチング。

• 次年度以降の事
業計画に本事業
が一助となる。

運
動
実
行

1～3月 TOYPへのエントリ－募集

4月～ 第一次選考会

5月～ 第二次選考会・最終選考会

6月～ 授賞式

7月～ 受賞者PR、マッチング

＜パートナー、アドバイザー＞

② 地域の変化
各LOMが受賞者と繋がることで、受賞者の価値を高め、
地域の活性化に繋がる。

理想とする未来
TOYP事業が地域の運動への理解度向上
に繋がる取り組みとして、次年度の事業計
画へ組み込んいただける未来。
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地域グループ
TOYP委員会

どうしたらいいか分からない！を解決する
相談・サポートの申し込みはこちらから！
日本ＪＣ の会議委員会が、2026年に向け
ての運動構築方法をサポート！

A C T I O N !

連絡先: TOYP委員会 担当者氏名 菅原 大輔 TEL: 080-5681-6649 MAIL: jci.japan.toyp@gmail.com

誰でも地域に合った運動の構築ができる！
運動の推進議案をチェック！

G i a n  P o c k e t

・FURST AGENT タレント
優木 まおみ 氏

・株式会社カナメヤ 代表取締役
  松井 健斗 氏
優木様には受賞者へのメディア発信、松井氏に
は各LOMとのマッチングにご協力いただいた。
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